
 
 

（様式 3）指定管理者の管理運営状況調書 

指定管理者の管理運営状況調書 

所管課 子育て支援課 

検証対象期間 平成 30年 4月 1日～令和 2年 7月 31日 

１ 指定概要 

施設概要 

名 称 
矢吹町屋内外運動場 

（未来くるやぶき） 

該当する番号に○をつけて下さい 

施設類型 目的・機能 

Ⅰ 

事業実施

型 

1 観光施設 

所在地 矢吹町小松１４番地 

2 スポーツ・レクリ

エーション施設 

3 生活利便施設 

Ⅱ 

施設管理

型 

4 文化施設 

設置目的 

屋内外における子ども等の遊び場を提

供することにより、住民の健康増進及

び福祉の向上を図る。 

5 社会教育施設 

6 コミュニティ施設 

7 社会福祉施設 

指定管理者 

名 称 株式会社フクシ・エンタープライズ 

所在地 東京都江東区大島１丁目９番８号 

指定管理業務の内容 

(1) 屋内外運動場の管理運営に関すること。 
(2) 屋内外運動場の維持管理に関すること。 
(3) 屋内外運動場の使用の許可に関すること。 
(4) 屋内外運動場の使用に係る料金の徴収に関すること。 
(5) 町長が別に定める業務に関すること。 

指定期間 平成 30年 4月 1日～令和 3年 3月 31日 

指定管理選考委員会等 

の設置の有無 
有（名称：矢吹町屋内外運動場指定管理者選定委員会） ・ 無 

 

２ 管理運営実績 

 目標（計画） 実績 要因・原因分析 

施設の設置目的の 

達成状況 

年間利用者数の目標

52,000人(屋内約 50,000

人、屋外約 2,000人)を

達成するため、各種 SNS

での情報発信をはじめ、

各種教室・イベント事業

をきっかけに更なるリピ

ーターの獲得や新規利用

者の増加を目指します。 

施設ホームページ、各種

SNSによる情報発信、各

種教室・イベントを実施

しました。 

利用者数目標について

は、平成 30年度におい

ては、概ね達成されまし

たが、令和元年度につい

ては、新型コロナウイル

各種 SNS等での情報発信に

より、新規利用者の獲得に

つながったものと考えられ

ます。 

また、アンケート結果から

は、スタッフの対応への評

価が高く、リピーターの確

保につながっているものと

考えられます。 



 
 

また、フットサル大会の

開催や、フットサルコー

トの個人開放の実施等に

よりフットサルコートの

利用促進に努めます。 

ス感染拡大対策に係る休

館（2/29～3/31）のた

め、目標を下回りまし

た。 

◆利用者数 

・平成 30年度 

   屋内 50,224人 

   屋外 1,927人 

・令和元年度 

   屋内 44,126人 

   屋外 2,015人 

利用者の満足度 

定期的に施設利用者への

アンケートを実施し、利

用者満足度の向上に努め

ます。 

施設利用者へのアンケー

トを実施し、利用者のニ

ーズの確認を行っていま

す。なお、アンケート結果

において、利用者からは

概ね好評を得ています。 

特にスタッフ及び施設につ

いての評価が高く、指定管

理者による自主研修を含む

スタッフ教育や、日常の衛

生管理の効果が表れている

ものと考えられます。 

収支状況 

スタッフの適正な待遇を

確保するとともに、施設

運営を円滑に行うことが

できる人員配置を行いま

す。 

また、フットサルコート

の利用促進に努めること

により、収入の増加及び

収支の均衡を図ります。 

平成 30年度、令和元年度

ともに、予算額に対して

人件費の増及び利用料の

減により、収支がマイナ

スとなりました。 

週末以外に、幼稚園・保育

園・小学校の長期休暇期間

（夏・冬・春休み）において、

利用者の増加を見込み、安

全管理の観点からスタッフ

配置数を増員したことによ

る人件費の増から、歳出が

増となりました。 

また、平成 30年度、令和元

年度ともに利用料金収入

（フットサルコート利用

料）が予算額に対して減と

なりました。 

 

３ 管理運営状況等の検証 

検証項目 検証細項目 
指定管理者 

の自己検証 
所管課の検証 

Ⅰ 

運営方針、 

管理能力 

1平等利用の 

確保 

・協定書及び事業計画書を基準とし

て、効果的な管理運営に努めてい

ます。 

・町内外の方に向けた情報発信を行

っています。 

・規則に基づいた使用許可、使用料

の徴収や減免等を行っています。 

・事業計画書に基づき、自主事業を

企画、実施しました。 

・毎月定例連絡会を開催し協議、検討

を行っています。 

・施設ホームページ、各種 SNSアカウ

ントを開設し、それらを通して施設

や各種イベントについて情報発信

を行っています。 

・町内の幼稚園・保育園・小学校への

チラシ配布等により利用促進を図

りました。 

2管理運営体制 ・事業計画書に基づき、施設運営を

円滑に行うことができる人員を

配置しました。 

・利用者の安心及び安全を確保する

ための研修を実施しました。 

・日常的な施設の維持、管理業務を

実施しています。 

・各種業務委託については、前事業

者が委託していた業者に引き続

き依頼しました。 

・人員シフト表により管理し、適切に

配置しています。 

・利用者の安心、安全の確保及び満足

度向上のため、定期的な運動遊びに

関する研修、個人情報保護に関する

研修を実施しています。 

・施設の維持管理については、直営及

び外部委託により適切に実施して

います。 



 
 

3法令遵守等 ・業務仕様書及び条例に基づき、法

令遵守に努めています。 

・労働基準法に基づき、遵守に努め

ています。 

・法令遵守に努めています。 

Ⅱ 

施設維持 

管理 

1利用者対応 ・全スタッフで共通理解を持ち、 

利用者対応にあたっています。 

・苦情があった場合は、速やかに町

担当課へ報告し、必要に応じて協

議の上、対応しています。 

・トラブルの発生について、類似施

設の情報を収集し、当現場で発生

しうる事案について、対応が出来

る体制づくりに努めました。 

・保護者だけでなく、子どもに対して

も積極的な働きかけを行うことで、

継続的な利用を促しています。 

・利用者からの苦情があった際は、苦

情の詳細を全スタッフが共有し、ミ

ーティングを行うことで再発防止

に努めています。 

2地域貢献 ・地域イベントのボランティア参加

と、町内中学校・高校の職場 

体験の受入れをおこないました。 

・フロンティア祭りへの出店や町内

中学生・高校生の体験学習の受け入

れ等を行い、地域貢献に努めていま

す。 

3環境問題への 

取組み 

・常に省エネを心がけた運営を行っ

ています。 

・電気及び水道メーターの使用量を

毎日確認、記録しています。 

・消耗品等、在庫を確認しながら適正

個数を購入するよう努めています。 

4防災対策及び 

緊急時の対応 

・マニュアル及び対応体制と連絡体

制を整備しています。 

・避難訓練の実施や救命講習会を受

講しました。 

・緊急事態に対応できるよう体制を

整えています。 

・消防法に基づく年 2回の避難訓練の

実施の他、スタッフの救命講習会へ

の参加等により、防災体制の整備に

努めました。 

5個人情報保護 

及び情報公開 

・矢吹町個人情報保護条例及び同施

行規則に掲げられている内容に

準拠し、業務を行いました。 

・スタッフに対する守秘義務を徹底

しました。 

・本施設における個人情報の取得か

ら適正な管理（保管）、廃棄までの

取扱い体制を整備しました。 

・個人情報を適切に管理しています。 

・施設ホームページ、SNSを活用し、

イベント情報等を発信しています。 

Ⅲ 

利用者に 

対する 

サービス 

向上 

1サービスの 

提供内容 

・利用者アンケートを実施し、要望

や苦情への対応を行いました。 

・フットサルコートの利用促進を図

る取組みを行いました。 

・利用料金の見直しとイベント（社

会人フットサル大会、個人開放）

を実施しました。 

・毎年 3月下旬に周年記念イベント

を実施しました。 

・子どもだけでなく、保護者や社会

人を対象とした自主事業を展開

しました。 

・町担当者との情報交換を常に図

り、施設の状況報告等は迅速に行

いました。 

・利用者の立場に立った施設の改善

に心がけました。 

・定期的な利用者アンケートの実施

により、要望・意見の収集、対応を

行っています。 

・定期的な自主企画イベントの実施

により、利用促進に努めています。 

・フットサルコートの利用料金の引

下げ、社会人向けのフットサルイベ

ントの開催、個人へのコートの開放

等の利用促進の取組みを実施して

います。 

・スタッフが積極的に子どもと関わ

ることが、他施設にはない魅力とな

っており、リピーターの確保につな

がっていると考えられます。 



 
 

Ⅳ 

管理運営に

関する収支

計画 

1管理費用の 

執行状況 

・業務にかかった費用全てを収入・

支出の項目別に適正な処理を行

っています。 

決算額 

・平成 30年度 

▲1,462,337円 

・令和元年度 

▲789,364円 

・効果的な運用を心がけて、経費の

削減に努めました。 

・長期休暇期間（夏休み等）のスタッ

フ増員等により当初予算と比較し

て経費が増加しています。 

・スタッフ配置の適正化やフットサ

ルコートの利用率向上による収入

増加により、収支の均衡を図る必要

があると考えられます。 

Ⅴ 

総合検証 

1総合検証 ・利用者数について、平成 30 年度

は利用者数目標を達成しました。 

また、令和元年度は、新型コロナ

ウイルス感染防止に伴う臨時休

館があったため、目標未達成でし

た。 

・近隣自治体においても同様の施設

がオープンしている中、本施設の利

用者は変わらず年間５万人程度で

推移しており、子どもの健康増進に

大きく寄与しています。アンケート

結果では、スタッフの対応や施設の

衛生面についての評価が高く、利用

者の満足度の高い適切な運営が行

われており、リピーターの確保につ

ながっているものと考えられます。 

 

二次検証 

施設所管課 導入効果 ・当該指定管理者の持つ体育施設等の管理運営に関するノウハ

ウを生かした運営により、利用者対応・施設維持管理ともに

大きなトラブルがなく、また、年間約５万人程度の利用があ

ることから、魅力的な運営が行われており、導入効果は高い

と考えられます。 

今後の 

管理形態 

・指定管理者制度を継続します。 

・指定管理期間は３年が適当です。 

その他 ・令和３年度選定方法は「公募」が適当と考えます。 

企画総務課 導入効果 Ａ：適正である。 

 

今後の 

管理形態 

指定管理者制度 

 

その他 令和３年度選定方法：公募 

協定期間：３年間 

 


